Metastatic bladder tumor disseminated lymphogenously from gastric cancer: a case report by 植村, 元秀 et al.
Title胃癌からリンパ行性に転移したと考えられる転移性膀胱腫瘍の1例
Author(s)植村, 元秀; 井上, 均; 西村, 健作; 水谷, 修太郎; 三好, 進











植村 元秀,井 上 均,西 村 健作
水谷修太郎,三 好 進
METASTATIC BLADDER TUMOR DISSEMINATED LYMPHOGENOUSLY 
          FROM GASTRIC  CANCER  : A CASE REPORT 
            Motohide UEMURA, Hitoshi INouE, Kensaku NISHIMURA, 
                    Shutaro  MIZUTANI and  Susumu  MIYOSHI 
              From the Department of Urology, OsakaRosai Hospital
    A 59-year-old man was referred to our clinic with a complaint of frequent urination, voiding pain, 
and macroscopic hematuria. He had undergone total gastrectomy for mucinous adenocarcinoma, 21 
months earlier. Pelvic computed tomography revealed a thick bladder wall all around. There were 
no other metastatic sites except for paraaortic lymph nodes. Transurethral resection of the bladder 
tumor was performed. The specimen showed signet ring cell carcinoma nd revealed the same 
pathological findings as the primary gastric cancer. We diagnosed him with metastastic bladder 
tumor lymphogenously disseminated from gastric cancer. Such lymphogenous metastases from 
gastric ancer at the entire bladder wall without other apparent lesions have rarely been reported in the 
Japanese literature. 
                                              (ActaUrol. Jpn.  46: 723-725, 2000) 






















認 め る以外 に,若 干 の貧 血(RBC415×104/mm3,
Hbl2.4g/dl,Ht37.0%)とア ル カ リフ ォス フ ァ
ターゼ値 の軽 度上昇(ALP394U/1)を認め た.胃 癌
術後,腫 瘍 マーカー は正常 化 してい たが,CEA6.O
ng/di(正常5.0以下)CA19-9102U/dl(正常37以
下)と 共 に上昇 を認め た。尿 細胞診 で腺癌 が疑 われ
た.
臨床経過:1996年10月頃,胃 部不快感 出現 し,食 欲
の低下がみ られ た.胃 内視鏡 にて,生 検 を行 った とこ
ろ,腺 癌groupVで あった.1997年2月,胃 癌 の診
断にて,胃 全摘除,脾 摘 除術,リ ンパ節郭清術 を施行
した.そ の際の胃癌 は進行 胃癌で,BorrmannIV型,
病 理組 織学 的診 断 は,mucinousadenocarcinoma,
se,n2,ly3,vlであ り,広 範 な所属 リンパ節転 移 を
認め,相 対 的治癒切除 と考え られた(Fig.1).術前高
値 を示 した腫 瘍マ ーカーであ るCEA,CAI9-9は術
後正 常 化 した(CEAl.4ng/d1,CAI9-911U/d1).
再発 防止 のため,5-FU500mg,アドリアマ イシ ン
20mg,マイ ト マイシ ン4mgに よる,全 身化学療法
を1コ ースのみ施行 し退院 した.退 院後 は経過 良好で
あったが,1998年,8月頃よ り,腰 部痛 出現 し,腫 瘍
マ ー カー もCEAが4.5ng/dl,CAI9-9は79U/dl
と上昇傾 向を認めた,9月 の骨シ ンチグ ラムでは明 ら
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か な異常 集積像 を認 め ない ものの,腹 部CTで は,
腎門部 の傍大動 脈 リンパ節の腫大 を認め,再 発が疑わ
れた(Fig.2).
1998年11月,頻尿,排 尿 時痛,肉 眼的血尿 を認 め
た.両 側水腎症,膀 胱腫瘍の診断 にて,ll月27日当科
に入院 した.ll月30日(Cr7,6mg/dl),左腎痩造設
術 を施行 した。翌 日の12月1日は,さ らに腎機能 は悪
化 した(Cr8.6mg/dl).同日施行 の腹部 単純CTで











大,左 腎実質 の菲 薄化 を認 めた.ま た骨 盤部CTで
は膀胱壁の全周性 にわた る肥厚 を認 めた(Fig.3).左
腎痩 造設 に もかか わ らず腎不 全が進行 す るた め(Cr
9.2mg/d1),12月3日,右水腎症 に対 して も右 腎痩 造
設 を試 みたが不成功 に終わ った.12月5日,7日 の2
日間血液透析 を実施 した.7日,膀 胱腫瘍 の病理組 織
診 断 を得 るため,TUR-BTを 施行 した.膀 胱 内に は
ほぼ全周性 に腫瘍性病変 を認 め,両 側 の尿管 口は確認
で きなか った.特 に,右 の尿 管口を露 出す るべ く腫瘍
を切除 した.術 後,徐 々に膀胱 より尿 の排 出を認め,
腎機能 も改 善 し血 液透析 も離脱 した.左 腎痩状 態で
1999年1月20日(CrO.9mg/dl),いっ た ん退 院 と
な ったが,全 身状態が徐 々に増悪 し2月10日,癌 死 し
た.な お,剖 検 は行 わなかった.
病理組織所見:膀 胱 の腫瘍 は粘 液の産生 を示 すsig-
netringcellcarcinomaであ り,リ ンパ管侵襲 が著明
に認 め られた(Fig,4).胃の病理組織 像 と比較 し,胃
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の方が多いが,剖 検例では転移性膀胱腫瘍 は必ず しも
少 な くない.SheehanらOは,剖検5,200例中,84例
に膀胱腫瘍 を認 め,そ の25%,21例が遠隔転移であ う
た と報告 して い る.村 山 ら2)による と悪性腫 瘍剖検
361例中32例に膀胱転移 浸潤が見 られその うち近接
臓器か らの連続性浸潤が81%を占めてお り違隔転 移は
19%であ った.し か し,転 移性膀胱腫瘍 が臨床的に発
見 され るこ とは非常 に稀 で,本 邦ではわれわれの検索
し得たか ぎりにおいて,自 験例 を含め69例の報告 があ
るにす ぎない.原 発巣 として は自験例 のごと く胃癌が
最 も多 く41例あった.他 の原発巣 としては,腎13例,
結腸3例,そ の他12例報 告 されて いる.Goldstein3)
は文献 的に転移性膀胱腫瘍146例を集計 し,原 発巣 と
して悪性黒色腫55例,胃癌34例,乳癌16例,腎癌14例
が多 く,そ の他 は25例あった と報告 してい る.
一方,胃 癌の他臓器転移 は肺,肝,骨 の順 に多 く,
膀胱へ の転移 はそれぞれ剖検症例 の3.0%2),2.4%3),
Ll%4)との報告がみ られる.
本邦 における胃癌 か らの転移性膀胱腫瘍41例の臨床
像 として は,性 別 は男性23例,女 性18例で男女比 は
L3:1で 胃癌 の性 差 と同 じであ る.年 齢 は28～77歳
と広 く分布す るが,平 均年齢は56.4歳であ り,比 較的
若年者 に多 い傾 向にあった。初発症状は血尿が最 も多
く,21例にみ られ,つ いで 頻尿,排 尿 時痛が 多か っ
た。発生部位では頂部が最 も多かった.転 移様式 とし
て一般的 には腹膜播種性,血 行性,リ ンパ行性が考え
られているが,腹 膜播種性 と考 えられ るものが多い.
腹膜播種のみ られた例では腹膜 との距離 が最 も近い膀
胱頂部 に転移巣 が多 く認め られてお り,発 生部位 の頻
度 と矛盾のない結果であ った.血 行性 または リンパ行
性 と考 えられている症例は 自験例 を含め7例 にす ぎな
い5'"10)また,リ ンパ行性,血 行性転移 と診断 した根
拠 を開腹手術 の際,肉 眼的に腹膜播種 を疑 う所見がな
かった とす る症例が多か った。 自験例 は腹膜播種 がな
いことを証 明 していない ものの,膀 胱 の全周性にびま
ん性に病変 を認め ること,胃 癌が高度の リンパ節転移
を認めたこ と,膀 胱の病理組織像において リンパ管侵
襲が著 明に認め られたこ と,傍 大動脈 リンパ節転移 を
認める以外,画 像診断上,肺,肝,骨 といったいわゆ
る血行性転移の好発 する臓器への転移 を認めない こと
か ら,胃 癌か らの リンパ行性転移であったと考え られ
た.
治療法 としては,骨 盤 内全摘除術 か ら,無 治療例 ま
で さ まざ まで あるが,Oesterwitzら1Dは急 激な経過
をた どった5例 を報告 し,泌 尿器科的 な症状 が出現す











2)村 山 哲 朗,近 藤 猪 一 郎,松 岡 規 男:各 種 悪 性 腫 瘍




4)森 亘,足 立 山 夫,岡 辺 治 男,ほ か:悪 性 腫 瘍
剖 検 例755例の 解 析.癌 の 臨9:351-374,1963
5)広 田 紀 昭,平 野 哲 夫:胃 癌 転 移 に よ る 続 発 性 膀 胱
腫 瘍 症 例.臨 泌28:175-17り,1974
6)熊 坂 文 成,黛 卓 弥,佐 藤 仁,ほ か:膀 胱 原 発
腺 癌 と 思 わ れ た 胃 癌 の 膀 胱 転 移 症 例.日 泌 尿 会 誌
70:444-445,1979
7)橋 本 紳 一,後 藤 健 太 郎,石 山 俊 次,ほ か:胃 癌 に
よ る 転 移 性 膀 胱 腫 瘍 の1例 一 特 に 粘 液 組 織 化 学 的
検 討 を 中 心 に 一 泌 尿 紀 要35:1929-1933,1989
8)古 川 敦 子,宮 本 忠 幸,田 村 雅 人,ほ か:胃 癌 か ら
の 転 移 性 膀 胱 腫 瘍 の1例.西 日 泌 尿53:824-
828,1991
9)中 村 薫,日 原 徹,西 海 孝 男,ほ か:胃 癌 に よ
る 転 移 性 膀 胱 腫 瘍 の1例.泌 尿 紀 要38:845-
847,1992
10)橋 本 良 博,岩 瀬 豊,最 上 徹,ほ か:剖 検 に て
原 発 巣 が 胃 癌 と判 明 した 続 発 性 膀 胱 腫 瘍 の1例.
西 日泌 尿56:1566-1569,1994
11)OestcrwitzHandDickC:Ureteralobstructionas
primarymanifestationofmetastasizinggastric
carcinoma.IntUrolNephrol13:123-126,1986
(ReceivedonJanuary4,2000AcceptedonMay9,2000)
